
〈小学校家庭部会 〉
研 究 主題

生活を工夫 し創造する能力や態度を育てるための補充的な学習 ・発展的な学習の在 り方

1研 究 の 概 要

家 庭科 では 、衣食 住 な どに関す る実践的 ・体 験的 な活 動 を通 して、 家庭生活 へ の関 心 を高

め る と と もに 日常生 活 に必 要 な基礎 的 な知 識 と技能 を身 に付 け 、家族 の一員 と して 工 夫 し よ

う とす る実 践的 な態 度 を育 て るこ とを 目指 して い る。

しか し、今 日の児 童 を取 り巻 く家 庭生活 の環境 は多様 化 してお り、 これ までの生 活 経 験 の

差 が 、実 践的 ・体験 的 な活動 を主た る学習 方 法 と してい る本教 科 にお いて は大 きな課 題 とな

っ てい る。

そ こで 、補 充的 な学習や 発 展 的な 学習 を導入 す るこ とが、児 童 の学 習進 度差 の大 き い指 導

項 目にお いて効 果が ある との考 え に立 って 、内容 の(4)及 び(5)に つ いて指導 の 改善 を

図 る ため の研 究 開発 を行 うこ とと した.

皿 研 究 の 方 法

1補 充 的 な学 習 ・発 展的 な学 習 につ いて理 解 を深 め る と ともに、 それ らを実施 す る と一 層 効

果 的 とな る内容や 項 目につい て検討 す る。

21で 取 り扱 うこ とと した 内容 に関 して 、以 下の よ うな 工夫 を取 り入れ た指導 計画 を 作成 す

る。

(1)2学 年 に わた って 、基礎 的 な知識 と技 能 を確 実に身 に付 け させ る よ う、ゆ と りを もって

活 動 が でき る時数 の配 分や 、 平易 な ものか ら段 階的 に取 り扱 った り、繰 り返 し学 習 で き る

よ う配 慮 した題材 配 列 を設定 す る。

(2)学 習 指 導 要領 に示す 基礎 的 ・基本 的 な内容 の指 導 の順 序 及び 各事項 の重 点の置 き方 に 工

夫 を加 えた一 覧表 を作成 す る。

3児 童へ の事 前の 実態調 査及 び学 習途 中の評価 を も とに した 、補 充的 な学習 ・発展 的 な 学習

の在 り方 にっ いて研 究協議 と学 習指 導 計画 を作成 す る。

4補 充 的 な学 習及び 発展 的 な学 習 の具体 的 な在 り方 につ い て、以 下 のふ たつ の工夫 を 取 り入

れ た指 導方 法 、指導 内容 を研 究す る、

(1)学 習 評価 を も とに した個 に応 じた指導

(2)事 前調 査 を も とに した個 に応 じた指導

5児 童 が 自分 の力 を把握 し学 習 意欲 を高 め るこ との で きる 、2学 年 を見通 した 自己評価 一 覧

表 を作成 す る。

6研 究 の 目的 を達 成す るた めの検 証授業 を行 い、児童 の学 習進度 差 の把握 、勃果的 な 学 習 指

導 の在 り方 、 指導 支援 の方法 、 学習環 境 の工夫 等 、考 察す る。

皿 研 究 の 内 容

12学 年 を見 通 したr食 」 の題材 配 列

2学 年 を通 して、食 に関す る基礎 的 な知識 と技 能 を確 実 に身 に付 け させ 、それ らを生 活 の

中で活 用 す る態度 をは ぐ くむ よ う主に以 下の 点 に配慮 した 題材 配列 を作成 した。

(1)ゆ と りを もって活 動が で き る時数 の配 分

学 習指 導 要領 に示 され て い る基礎的 ・基 本 的 な内容 の 確実 な定着 を図 るた め には 、十 分

に時 間 をか けて指 導す る時 間 を確保す る こ とが望 ま しい 。 しか し、 そ うした 学習 に あま り

時 間 をか けす ぎ る と、 さ らに学 習 を深 めた い児童 の 学習 意欲 に対 して十分 に応 え られ な い

場 合 が生 じて くる。 そ こで、題材 の 中で共 通 に学 習す る場面 と、補充的 な学 習や発 展 的 な

学習 を実施 す る必 要 があ る場 面 を検討 し、指 導 計画 の 中でそ れ を適切 に配 置す る こ とに よ

っ て 、基礎 的 ・基本 的 な 内容 を確宴 に身 に付 け させ る と ともに個 に応 じた指 導 の充 実 を図

る こと と した。

(2)平 易 な ものか ら段 階 的 に取 り扱 った り、繰 り返 し学 習 でき る よ う配 慮 した題材 配 列

例 えばr切 り方1の 指導 は2学 年 の 間 に繰 り返 し取 り扱 うが 、各学 習場面 にお い て 「安

全 で 衛 生 的 な使 い方 が で き る」 「目的 に応 じた切 り方 が わか る」 「材 料 に応 じた 切 り方 が
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で き る」 な ど重点 の置 き方 に工夫 を加 えた。 また 、学 習 の初 期段 階で は 取 り扱 う材 料 につ

い て無理 な く調 理で き る もの に 限定 した りボ ール 紙 で作 っ た包丁(教 具 の開発)で 練 習 さ

せ 、後 半 では児童 自らが 選ん だ材料 を切 るな ど段 階的 に取 り扱 うこ とが でき る よ う工 夫 し

た。

2学 年を見通 したf食 」 の題材配列 と学習を通 して身に付 させ たい基礎 的 ・基本的なカ

弊 題 材[時 数〕 学習活動(実習) 身に付けさせたい項目

5年 家族で楽しむお茶のひととき*〔 α1ユ お茶をλれよう ・ 家庭生活に関心をもっ

・ こんろの安全な取り扱いができる

料理するって楽し船ね1[5〕

21 1)ほ うちょうを使ってみよ う(2) 野菜を切ってみ ・ 調理に関心をもっ

時 よう ・ 包丁やまな板の安全で衛生的な取り損いができる

間 2)ペ ジタブルスープを作ろ う(3) ベジタブルスー ・ 材料の洗い方、切り方、味の付け方ができる

プを作ろう ・ 正しく計薫器を扱い調理に必要な材料の分量を計量する

ことができる

・ 材料に応じた調理(野 菜を煮ること)が できる

・ 食事のマナーを考え楽しく食事ができる

・ 後片付けの仕方が分かる

料理するって楽しいね皿 〔16〕

1)食 品の特循や体の中でのはたらき ・ 食品の栄養的な特徴を知る

(2)

2)た まご料理を作ろう(7) ゆでたまご篭作 ・ 食品の栄養的な特徴を知る(た まご)

ろう ・ 材料に応じた調理(ゆ でたまご)が できる

いりたまごを作 ・ 手順を考えた調理計画を立てることができる

ろう ・ 材料に応じた調理(い りたまご)が できる

・ 調理に必要な用具や食器の安全で衛生的な取り扱いオ{

できる

3)野 菜いためを作ろう(7> 野菜いためを作 ・ 調理に必要な材料の分量が分かる

ろう ・ 目的に応 じた切 り方
、いため方、味の付け方ホわかる

・ 材料に応 じた調理(野 菜いため)が できる

6年 だいじだね 毎日の食事1〔8〕

1)毎 日の食事をふり返ろう(2) ・ 日常の食事に関心をもっ

18 2〕 ごはんとみそしるを作ろう(6> ごはんとみそし ・ 食品の栄養的な特徴を知る(米 、みそ)

時 るを作ろう ・ 米飯の調理ができる(米 の洗い方、水加減 浸水時間)

間 ・ みそ汁の調理ができる

〔だしの取り方、みその扱い方、実の工夫)

だいじたね 毎日の食事π*〔 「認〕

1)食 べ物の組み合わせを考えよう ・ 食品を組み合わせてとる必要があることが分かる

(1) ・ 調和のよい食事のとり方を考えることができる

2)身 近な食品を使っておかずを作ろ おかずを作ろう ・ 適切に買い物ができるようにする

う*(45) ・ 包丁を使って材料に応じた調理(じ ゃがいもの皮むき、

切り方)が できる

3)栄 養のバランスを考えて1食 分の ・1食 分の食事を考えることができる

食事を考えよう(1>

4)楽 しい食事を工夫しよう(1) ・ 盛り付けや配膳を考え、楽しく食事ができる

伝えよう! お弁当を作ろう ・1食 分の食事(お 弁当)を 作ることができる

ありがとうの気持ち*〔3κ 〕 ・ 感謝の気持ちを家族に伝えるとともに、家族との触れ合

いや団らんを楽しくする工夫を考える

*は 内容の(1)や 〔7)と して取 り扱 うため、一部または全部を時数に含めない
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22学 年 を見通 した 「食」 の 自 己評 価 一覧表

児 童 自身 が 、食 に関 す る学_一___________

習 を通 して身 に付 け る基礎 喰 に閏する学習」で き る よ うに な ろ う

的 ・基本 的 な力 にっ い て、 自

己評価 を行 える よ う、 自己評

価 一 覧表 「「食 に関す る学習 」

で き る よ うにな ろ う」 を作成

した。 これ は、2学 年 にわ た

って 各題 材 の学 習 を通 して身

に付 け させ たい項 目を 一覧 に

示 した もの であ る。 各題材 に

お い て特 に身 に付 け させ た い

項 目につ い ては太 線 で 囲み 明

示 した。 また、家 庭 との連 携

を図 る観 点 か ら 「家庭 でチ ャ

レンジ1」 の欄 を設 定 し、児

童 が 身 に付 けた知 識 と技能 な

どを 日常生活 に活 用す る よ う

配 慮 して い る。

この 自己評価 一覧 表 は家庭

科 ノー トや ファイ ル に貼 るな

どして 、常 に活用 で きる よ う

に す る。 教 師が保 管 し実習 の

都 度配 布 し回収 した りす るこ

糠奮態身に実習〔一 ⊃
前 に学 習活 動 にお け る各 自の だいじだね ごはんとみそ

課 題 を よ り明確化 させ て学 習6毎 日の食事1し るを作ろう

に取 り組 ませ る と ともに 、実 墓旨呂蛋馨皿 蓉かずを作ろ

習後 の 自己評価 に よって本 時 お弁当を作ろ

や 次 時 以 降の学 習 内容 や学 習 つ

㌘罐軌鶉轄鰯 選亟 工=コ コエ〔[エコエ〔ロエロエ〕
返 り学 習 の結果 を 「家 庭 でチ

ャ レン ジ1」 に記入 で き るよ うに して 、家庭 生活 で の実 践 につ いて も 自己評価 させ て 学習 の

定 着 を 一層 図 る。 「家庭 で チ ャ レン ジllは 、毎 回 課題 と して 取 り組 ませ た り、学年 末 に ま

とめ と して取 り組 ませ るな ど、各校 の実態 に合 わ せた利 用 方 法が 考 え られ る。

この 自己評価 一覧 表 の活 用に よ り次の効 果 が あ る と考 え る。

(1)2年 間 で何 を ・い っ ・ど こで学 習す るか を明 らか にす る こ とに よって 、児童 に家 庭 科学

習 につ いて 見通 しをもた せ る こ とが でき、 学習 意欲 を一 層 喚起 させ る。

(2)繰 り返 し学 習が でき る計 画 を明 らか にす るこ とで 、児 童 が題材 毎 に各 自の課題 を よ り具

体 的 に把 握 し、 自 ら目標 を設 定 して学習 に取 り組 む こ とがで き る。

(3)児 童 の学 習 計画 に沿 って、 家庭 で事 前体 験 ・追 体験 す るこ とが で きる。

(4)児 童 が 、 自己評価 か ら自己 の学習 課題 を明確 にす る こ とに よって 、補 充的 な学 習 や発 展

的 な学 習等 の個 に応 じた 指導 を主体 的に 選択 して取 り組 む こ とが で き る。
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IV指 導 事 例

1評 価 を もとに した個 に応 じた 指 導事例

第5学 年 「料理 す る って 楽 しいねllた ま ご料理 を作 ろ う」の 学習 で は体験 的 な学 習 を通

して 、 「児 童 が一 人 でい りた ま ごを 調理 で きる こ と」 「色 よ く ・味 よ く ・ふ っ く ら と した お

い しいい りた ま ごを作 る こ とが で き る こ と」 を 目標 と した.具 体 的 に は、い りた ま ごの調 理

に2回 取 り組 ませ てす べ て の児童 に基礎 的 ・基本 的 な内容 を確 実 に定 着 させ る と ともに 、学

習 内容 を身 に付 けて い る児 童 に 対 して は 、 さ らに学習 を広 げ た り、深 めた り、進 め た りす る

学 習 活動 を設 定 し個 に応 じた指 導 の 充実 を図 る こ と とした。

(1)題 材 にお け る補充 的 な学習 と発 展 的な学習

第1回 目の調 理実 習 「チ ャ レン ジ1」 で は、共通 の学習 と して い りた ま ごの調 理 を行 い 、

試 食 した結 果 をも とにお い しい い りた ま ごの 具体 の評価 規 準 と して以 下 の3項 目につい て

自己評 価及 び相 互評価 す る。

・ 色 よ く(色 が きれ い で焦 げ て いない.)

・ 味 よ く(塩 ・こ し ょ うの 加減 がち ょ うどよい。)

・ ふ っ く らと(ふ っ く ら してい る)

評価 結果 か ら児童 各 自の学習 課題 を明確 に させ て 、第2回 目の調理 実 習 「チ ャ レンジ2」

で 設 定す るそれ ぞれ の課題 に応 じた 学習 に取 り組 ませ る。 目標 とす るい りた ま ごがで きな

か った児 童(△ の グル ー プ)は 基礎 的 ・基本 的な 内容 の確 実 な定着 を図 るた めに 設定 した

補 充的 な学 習 に取 り組 む。目標 とす るい りた ま ごが一 人 でで きた児童(◎ の グル ー プ)は 、

発 展 的 な学 習 と して 具入 りの い りた ま ごやオ ム レツな ど、 よ り高度 なた ま ご料理 の調理 実

習 計画 を 立て させ 実施 させ る。ま た 、目標 とす るい りた ま ごが で きた 児童(Oの グルー プ)

につ いて は、補 充的 な学 習及 び発展 的 な学習 につ い て各 自の設 定す る学習課題 に応 じて学

習 活動 を選択 でき る こ とと した。

(2)指 導 の 工夫

補充的な学習のてだてとして、よりおいしいいりたま 極 意 カ ー ドの 例

ごを作 るた めの3つ の項 目の 技能 の ポイ ン トをま とめ た

支援カード 「鵬 か ド」を臆 し、何が原因でできな 火は 憂麓

か つたの か を考 え させ た り、再度 、示 範 を見 て考 え させ すぐたまご

缶1蕪禦 二鷺 ∵1趣 轍
ま この具 の実 物の 見本や ・様 々 なた まご料 理 の掲 示物等 半熟程度で 細 か く

の補助 資 料 を用意 して 、児 童 の調 理 計画 を 立て る活 動 が

充 実す るよ う配慮 した。
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(3)「 い りたま ごを作 ろ う」 の評価 規 準

A:十 分満足できる状況B:お おむね満足できる状況

小 題 材 学 習 活 動 に 即 し た 評 価 規 準

Oね らい 関心 ・意欲 ・態度 創意工夫する能力 技能 知識 ・理解

・学習活動(時 間} A B A B A 8 A
「

B

い切たまごを作ろう ・い りた ま ・身支度や ・火加祓や ・自分 な り ・手 際 よ く ・自分 ひ と ・た ま ご の ・た ま ご を

Oた ま ごの特徴を生かして、フラ ご作りの準 使う用具を 喋付けなど に工夫 して 調理 し、色 りで色が良 特徴を考え フライパン
イパンを使ったたまごの調理がで 備を手早く 考えていり を工夫した い りたまご が良くふっ くふっくら たい頓たま でいためる
き る。 行い、調理 たまご作 り おいしいい を作ること くらとした としたおい ごを作る手 手順が分か

に意欲的に をしようと りたまごを が で き る。 おいしいい しいいりた 順が分か り る 。
・いろいろなたまご料理を知りい 取 り組もう してい る。 作ることが りたまごを まごを作る 計面を立て
りたまごの実習計画を立てる。 と し て い で き る。 作ることが ことができ ることがで

(1) る。 で き る。 る 。 き る。
・自分 な り ・め あ て に

・いりたまごを作る。(2) ・学習した ・学習 した に工夫した 沿ったたま ・自分で調 ・自発 の 計 ・たまご料 ・フ ラ イ パ
… チ ャ レン ジ1 ことを家庭 ことを家庭 たまご料理 ご料理の計 べ た こ と 画 したたま 理に適 した ンの使い方

で も 実践 で も実 蹟 の計画を立 画を立てる や、友達の ご料理を作 フライパン や後片付け
・フライパンを使ったいろりうな し、 そ の 記 し、それを てることが ことができ 実践など生 ることがで の使い方や の仕方が分
たまご料理を作る。12} 録を進んで 記録しよう で き る。 る 。 かしてたま き る。 後片付けの か る,

… チ ャ レン ジ2 発表しよう と して い ご料理を作 仕方が分か
と し て い る。 ることがで る 。

る. き る。

(4)「 料理 す るって楽 しいねU」2)た ま ご料 理 を作 ろ う
い りた ま ごを作 ろ う(4・5/7)

ア 本 時 のね らい
・ 身 支度や 使 う用 具 を考 えて い りた ま ご作 りを しよ う とす る。
・ フ ライパ ン を使 って 、色 よ く ・味 よ く ・ふ っ く ら と したお い しいい りたま ごを作 る
ことがで き る。
・ 次時 「チ ャ レンジ2」 の実習 計画 を立 て るこ とが で きる。

イ 本 時 の展 開

捕充的な学習への支援 児童の活動

・ 本時の課題を確認する.

発展的な学習への支援

チャレンジ1お いしいいりたまごを作ろう

手順カードで確認し

たり友達の作るところ

を」よく観察しよう。

:焦 腋難 難 玄,・
・ 友達が作る様子を観察する。
・ 試食をしあう、

手際 よくできるように

作り方のシュミレーション

をしよう。

おいしいいりたまごr色 よく・味よく・ふっくらと」

△1目 標 とす るい りたまごが
できなかづた】
O{E標 とす るい りたたまご
ボできた】

・ 自己評価 ・相互 評価をす る。

再 チャレンジする計 画 を
立てよう。

チャレンジ2の計画を立てよう

・ 指導者の師範を見せ、課題解
決の参考にさせる。
・ 手順カード、極愈カー ドを見
せて、各自の課題に応 じた計画
を立てさせる。.

自己評価 ・相互評価 をもとに

チャレンジ2の計画を立てる

Ol目 標 とす るいりたたまご
ができた】
◎1目 標 とするいりたまごが
一人でできた】

@の 児童
・ 別のたまご料理の調理計画を立てる。
Oの 児童
・ 別のたまご料理の調理計画を立てる

か、目標 とするいりたまごの調理を確実
に身に付け、手際よくできるように調理
計画を立てる。
△の児童
・ 目標 とするい りたまごの調理 を確実

に身に付けるための調理計画を立てる.

・ 次時の確認 をす る。

バージョンアップしたたまご料理
にチャレンジする計画を立てよう。

・ いりたまごの中に具を入れ た

り、オムレツや 目玉焼きなどの
計画を立てさせ る。
・ 手順をワークシー トや写真で

確認 させ る.中 に入れる具は実
物見本や写真を見て工夫 して計
画を立てさせる。

評 価 規 準

身 支度や使 う用具 を考 えてい りたま ご作 りを しよ うとしてい る。[関 心 ・意欲 ・態度]〈 観 察〉
フライパ ンを使 って、色 よ く ・味 よ く ・ふっ くらとしたおい しいい りたまごを作 る ことがで きる。

[技 能、知識 ・理解コ〈ワー クシー ト、観察、い りたま ごの 出 来 栄 え)

次 時 「チ ャ レンジ2」 の実習 計画 を立て ることがで きる。[創意
工 夫 す る能 力 、知 識 ・理 解]〈 行 動規 察 、 ワ ー ク シ ー ト〉
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